
目標：教科書の登場人物のプレゼンテーションを読んで、よりよい世界の実現
に向けて自分ができることについて伝え合おう。

①Small Talk  ②New words & Reading

③やり取り→☆中間指導（学習調整含む）→やり取り ④振り返り

①Topic「What’s an eco-friendly activity you do?」
＊単元目標に関連するトピックを各時間設定する。
②学習者用デジタル教科書の活用（新出単語・音読）
③単元を貫く問い「What can you do for a better future?」
☆中間指導：「相手が行動したいと思うこと」→身近でできることは何か？→も
う一度表現を確認する時間をとる。→ペアを変えてもう一度やり取りを行う。

■本事例のポイント
１.単元を貫く問いを設定することで、常に単元目標に立ち返りながら、言語活動に取り組めるようにした。
２.単元目標を達成するために役立つ表現、考え、意見等を共有し、自分に必要な表現を選び取りながら言語活動

に取り組めるよう促した。

単元名 「 My Dreams for the Future 」 （第3学年 話すこと【発表】）

■本時の概要

■単元の目標
よりよい未来の実現に向けて”Our Action in ○○ JHS for the Future”をテーマに、 「私たちにできること」につ
いて後輩が行動を起こしたくなるようなメッセージを伝えることができる。

令和７年度 教育課程研究会 【中学校 外国語 実践事例②】

■単元の指導計画（９時間）
第１時
「単元の見通しをもつ」
・教科書本文の概要をつかむ。
・後輩へのメッセージ動画を録画する。（単元末
との変容を見取るため）

第２～４時
「新出文法を用いた言語活動に取り組む」
・教科書のリスニング題材を活用し、生徒同士の
やり取りにつなげる。

第５～８時
「『私たちにできること』について友達とやり取りする」
・教科書本文を学習者用デジタル教科書ややり
取りを通して理解する。
・教科書本文から学んだことや本文から活用でき
る表現を参考に「私たちにできること」を伝え合う。

第９時 パフォーマンステスト
「後輩にメッセージを伝えよう」（録画）

教科書は紙とデジタルを併用。



■学習調整をしている子供の姿 ■指導と評価の工夫

①中間指導→学習調整
＊生徒の言語活動の様子を踏まえて中間指導を行う→ペ
アで作戦会議の時間を設定することで生徒が目的達成
のために各自で学習できる。

＊振り返りシート、教科書、生成AI※等を活用。

②メッセージ動画作成に向けて役立つ表現の抜粋
＊「よりよい未来に向けて『私たちができること』について、後輩に実際に行動した
いと思ってもらえるようなメッセージを動画で伝える」という目標に対してメモの
取り方（振り返りシート、ウェビングマップ等）、発表方法（時間や使うも
の）を制限しないことで、生徒の自由な発想を促すことができる。

③振り返りシートの活用
＊毎時間「目標」「キーポイント」「振り返り」を記述することで、授業と授業のつ
ながりを感じながら学ぶことができる。単元を通した学びを振り返ることで、自
己の変容を捉えることができ、メタ認知能力の育成につながる。

■成果（○）と課題（▲）
○言語活動の目的・場面・状況を明確に設定したことで、生徒同士のやり取りにおいて「相手意識」に着目することができ、より具体的な表現につながった。
▲「よりよい未来の実現」というテーマに向かう生徒の思いが希薄化していた。→T-Sインタラクションを通して、より「身近なこと」に注目するよう促す。
▲振り返りシートをデジタル化することで、即時的に意見を共有したり、評価したりできるようにする。

【活用したアプリや機能】Google スプレッドシート、 Google Gemini

単元を通して言語活動にお
ける相手意識を大切にする
ことで、英語表現の工夫以
外にも、実物を見せたり、絵
を描いてキーワードを伝えたり
している生徒の様子があった。

言語活動（やり取り）

教師は生徒の活
動をモニタリング。

これまで書き溜めた
表現を使ってみよう。

教科書は紙とデジタルを併用。目的に応じて使いやすい方法で。

帯活動のワー
クシートにも、
使える表現が
あったかも。

パフォーマンステストの様子

メモの工夫

△原稿を暗記
◎メモ（キーワード）を基に話す → 即興で話す力の向上

書き溜めた表現をクラウ
ドで共有。友達の学び
からも学べる環境づくり。

※生成AIについては、所管の教育委員会及び保護者の許可を得て使用している。
共通のエラーやよい表現
を中間指導に生かす。
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